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第
一
次
日
ソ
国
交
樹
立
と
ソ
連
の
交
渉
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

4・

澤

治

子

第一次日ソ国交樹立とソ連の交渉ストラテジー

　はじ

め
に

一
　
国
交
樹
立
交
渉
と
日
ソ
両
国
の
立
場

　ー

　
ソ
連
外
交
の
基
本
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

2
　
交
渉
の
区
分
と
日
本
政
府
の
対
ソ
姿
勢

　
3
　
日
ソ
両
国
の
力
関
係

ニ
　
ソ
連
の
交
渉
ス
ト
ラ
テ
ジ
i

　
1
　
準
備
段
階

　2

　
交
渉
段
階

　3

　
最
終
段
階

結
　
　
び

は
じ
め
に

67

第
一
次
日
ソ
国
交
樹
立
と
は
、
ロ
シ
ア
革
命
後
七
年
以
上
の
歳
月
を
経
た
一
九
二
五
年
一
月
二
〇
日
、
両
国
間
で
日
ソ
基
本
条
約
が
調
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印
を
み
た
こ
と
を
示
す
。
こ
の
間
に
外
交
関
係
確
立
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
一
連
の
交
渉
は
、
日
ソ
両
国
の
最
初
の
交
渉
と
し
て
大
き

な
歴
史
的
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
特
に
第
一
次
と
限
定
す
る
の
は
、
本
稿
で
扱
う
交
渉
を
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
一
九
五
五
年
か
ら

五
六
年
に
か
け
て
、
鳩
山
内
閣
の
下
で
行
わ
れ
た
第
二
次
日
ソ
国
交
樹
立
交
渉
（
い
わ
ゆ
る
日
ソ
国
交
回
復
交
渉
）
と
区
別
す
る
た
め
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
第
一
次
日
ソ
国
交
樹
立
交
渉
を
め
ぐ
っ
て
は
、
す
で
に
日
米
ソ
三
国
に
お
い
て
一
次
資
料
に
基
づ
い
た
詳
細
な
研
究
が
発
表
さ
れ
、
交

渉
の
経
緯
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
交
渉
に
影
響
を
与
え
た
諸
要
因
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
．
し
か
し
、
日
本
に
お
い
て
は
一
九
二
〇
年
代

の
日
本
の
対
外
政
策
の
枠
組
の
中
で
日
ソ
交
渉
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
研
究
の
主
た
る
関
心
事
で
あ
っ
た
。
ま
た
ソ
連
で
は
、
日
米
問
の

利
害
対
立
、
対
ソ
政
策
を
め
ぐ
る
日
本
国
内
の
立
場
の
相
違
に
つ
い
て
の
関
心
か
ら
こ
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

連
の
対
中
国
政
策
と
の
関
連
で
日
ソ
関
係
の
扱
い
は
簡
単
な
こ
と
が
多
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
第
一
次
日
ソ
国
交
樹
立
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま

で
の
研
究
は
、
主
に
歴
史
的
観
点
か
ら
、
日
本
の
側
に
焦
点
を
あ
て
て
行
わ
れ
て
き
た
。
本
稿
の
目
的
は
、
従
来
考
察
さ
れ
る
こ
と
の
な

か
っ
た
日
ソ
国
交
樹
立
交
渉
に
お
け
る
ソ
連
側
の
問
題
に
光
を
あ
て
、
ま
た
歴
史
的
観
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
で
は
な
く
、
ソ
連
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ど
の
よ
う
な
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
も
っ
て
交
渉
に
臨
ん
だ
か
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
．

　
本
稿
に
お
い
て
は
、
ま
ず
第
一
章
で
日
ソ
国
交
樹
立
交
渉
を
準
備
段
階
（
政
府
間
交
渉
に
い
た
る
ま
で
）
、
交
渉
段
階
（
政
府
間
交
渉
開
始
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ら
中
断
ま
で
）
、
そ
し
て
最
終
段
階
（
交
渉
再
開
か
ら
日
ソ
基
本
条
約
調
印
ま
で
）
の
三
つ
に
区
分
し
、
ソ
連
の
交
渉
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
論
じ
る

前
提
と
し
て
、
交
渉
を
め
ぐ
る
日
ソ
両
国
の
基
本
的
立
場
と
力
関
係
を
考
察
す
る
。
次
に
第
二
章
に
お
い
て
、
ソ
連
が
い
か
な
る
ス
ト
ラ

テ
ジ
ー
を
も
っ
て
交
渉
の
各
段
階
に
臨
ん
だ
の
か
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
結
論
の
中
で
、
日
ソ
の
力
関
係
と
ソ
連
の
交
渉

ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
特
色
を
ま
と
め
る
と
共
に
、
第
一
次
日
ソ
国
交
樹
立
交
渉
と
今
日
の
日
ソ
交
渉
の
間
に
み
ら
れ
る
ソ
連
の
ス
ト
ラ
テ
ジ

ー
の
共
通
性
に
つ
い
て
言
及
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　
（
1
）
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
以
下
の
文
献
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
．
小
林
幸
男
『
日
ソ
政
治
外
交
史
』
、
有
斐
閣
、
一
九
八
五
年
．
9
＞
。
富
宏
①
7

　
　
～
§
§
§
淘
§
睾
愛
§
。
、
§
題
跨
・
曽
誉
妹
歯
§
§
§
菱
§
§
§
ミ
§
堕
円
。
ξ
。
”
ω
。
旨
”
d
旨
①
琶
な
し
雪
。
旧
』
・
犀

68
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ぞ
↓
輿
0
9
《
口
o
℃
↓
。
ξ
曽
臣
陣
三
属
E
量
目
o
『
8
8
一
。
8
－
一
。
翫
》
u
客
o
。
臣
貸
一
8
ご
員
＝
・
ξ
↓
貰
0
9
《
寓
3
8
堅
0
8
露
突
o
，
曽
o
馬
臣
×

＞
雷
目
O
葦
旨
温
良
葭
○
霊
O
日
の
霞
警
｝
三
〇
突
器
”
這
農
（
邦
訳
、
エ
リ
・
エ
ヌ
・
ク
タ
コ
フ
著
、
ソ
ビ
エ
ト
外
交
研
究
会
訳
『
日
ソ
外
交
関
係

史
』
第
一
巻
、
刀
江
書
院
、
一
九
六
五
年
．
）

（
2
）
＞
●
ω
。
9
§
）
的
馨
9
琶
§
§
9
9
§
a
§
§
『
ぎ
襲
。
・
ε
這
。
、
硫
。
§
肺
肉
ミ
＆
§
㌧
。
執
言
§
「
山
ま
き
z
象
ぎ
詩
”
ギ
器
。
q
⑦
5

一
8
鉾
（
邦
訳
、
A
・
B
・
ウ
ラ
ム
著
、
鈴
木
博
信
訳
『
膨
脹
と
共
存
ー
ソ
ヴ
ェ
ト
外
交
史
』
第
一
巻
、
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
七
八
年
．
ご
9
》

い
①
霧
Φ
7
『
ぎ
O
§
§
戚
㌧
蕃
ミ
計
§
s
㍉
§
。
砺
§
象
q
獣
睾
§
＆
鉢
ぎ
ま
§
匙
ミ
軋
§
♀
嘗
。
・
這
漣
－
這
郵
国
。
邑
”
”
穿
①
U
邑
。
§
ぎ

　
℃
器
器
u
一
〇
刈
蒔

（
3
）
　
ソ
連
外
交
の
全
般
的
特
色
に
つ
い
て
は
、
主
に
以
下
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。
き
ヌ
旨
霧
江
暮
畠
プ
曽
ミ
器
遷
9
＆
目
§
§
。
。
気
曽
蔑
魁

肉
ミ
亀
讐
零
§
撃
ぎ
＆
9
”
○
義
。
旨
口
三
お
琶
身
ギ
①
塑
這
串
（
邦
訳
、
J
・
M
・
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
著
、
鹿
島
守
之
助
訳
『
ソ
連
外
交
政

策
の
戦
略
と
戦
術
』
、
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
六
四
年
．
ご
＜
。
ダ
宏
冨
ε
詠
導
｝
等
。
§
。
。
§
＆
容
§
壕
ぎ
o
Q
ミ
§
肉
ミ
匿
§
、
§
§

＝
琶
9
卑
。
≦
づ
暫
ロ
山
O
。
目
冨
昌
堕
一
S
ご
国
ら
。
缶
島
旨
導
7
国
。
『
・
コ
霞
。
P
覧
気
①
量
）
・
目
ぴ
恥
9
養
§
尊
。
、
じ
Q
ミ
§
、
ミ
8
睾

　、o罰

＆
｝
Q
三
S
の
o
“
》
一
象
冨
・
卜
爵
Φ
容
o
P
一
〇
コ
●

（
4
）
　
こ
の
区
分
は
．
M
・
ブ
レ
ー
カ
ー
著
、
池
井
優
訳
『
根
ま
わ
し
、
か
き
ま
わ
し
、
あ
と
ま
わ
し
ー
日
本
の
国
際
交
渉
態
度
の
研
究
』
（
サ
イ

　
マ
ル
出
版
会
、
一
九
七
六
年
）
二
六
二
頁
を
参
考
に
し
た
．

一
　
国
交
樹
立
交
渉
と
日
ソ
両
国
の
立
場

ー
　
ソ
連
外
交
の
基
本
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

　
日
ソ
国
交
樹
立
交
渉
を
論
じ
る
前
に
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
ソ
連
外
交
の
基
本
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
説
明
し
て
お
こ
う
。

歴
史
上
初
め
て
社
会
主
義
国
と
し
て
誕
生
し
た
ソ
連
は
．
対
外
関
係
を
め
ぐ
る
二
つ
の
課
題
を
同
時
に
追
及
し
た
。
第
一
は
諸
外
国
へ

の
革
命
の
「
輸
出
」
で
あ
り
、
第
二
は
ソ
ビ
エ
ト
国
家
の
生
存
で
あ
る
．
こ
の
う
ち
前
者
は
、
外
国
政
府
の
転
覆
、
宣
伝
を
目
的
と
す
る

コ
ミ
ン
テ
ル
ソ
の
活
動
に
よ
り
実
行
さ
れ
、
後
者
は
、
周
辺
諸
国
と
の
安
定
し
た
国
家
関
係
の
確
立
を
め
ざ
す
ソ
ビ
エ
ト
政
府
の
外
交
に

69
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よ
っ
て
追
求
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一
九
二
〇
年
代
前
半
の
ソ
連
の
対
外
関
係
に
は
二
つ
の
側
面
が
み
ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
資
本

主
義
列
国
と
の
関
係
で
は
、
ソ
ピ
エ
ト
国
家
の
生
存
の
た
め
に
、
速
や
か
に
外
交
関
係
を
確
立
す
る
こ
と
が
よ
り
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。

　
軍
事
的
、
経
済
的
に
著
し
く
脆
弱
な
ソ
ビ
エ
ト
政
権
は
、
資
本
主
義
諸
国
と
の
国
交
樹
立
を
死
活
の
問
題
と
認
識
し
て
い
た
。
こ
う
し

て
ソ
連
は
一
九
二
一
年
イ
ギ
リ
ス
と
通
商
関
係
を
開
始
し
、
ま
た
二
二
年
に
は
ラ
パ
・
条
約
の
締
結
に
よ
リ
ド
イ
ッ
と
国
交
を
樹
立
す
る
。

し
か
し
、
シ
ベ
リ
ア
撤
兵
の
後
も
米
英
仏
日
な
ど
に
よ
る
対
ソ
不
承
認
の
壁
は
き
わ
め
て
厚
く
、
ソ
連
は
資
本
主
義
諸
国
と
の
関
係
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

お
け
る
最
も
基
本
的
な
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
と
し
て
、
「
帝
国
主
義
間
の
矛
盾
を
最
大
限
に
利
用
す
る
こ
と
」
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
レ
ー
ニ

ン
は
一
九
一
八
年
五
月
、
ソ
ビ
エ
ト
の
国
際
的
地
位
を
規
定
す
る
二
つ
の
根
本
的
な
敵
対
関
係
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
英
独
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

立
、
極
東
に
お
け
る
日
米
対
立
を
あ
げ
、
こ
れ
ら
二
つ
の
対
立
に
く
さ
び
を
打
ち
込
む
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
ソ
連
は
、
第
一
次
大
戦

中
日
本
の
大
陸
進
出
を
め
ぐ
り
日
を
追
っ
て
顕
在
化
し
た
目
米
間
の
利
害
対
立
に
着
目
し
、
日
本
の
脅
威
を
減
殺
す
る
存
在
と
し
て
ア
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

リ
カ
に
強
い
期
待
を
か
け
て
い
た
。
帝
国
主
義
間
矛
盾
の
利
用
を
主
張
す
る
ソ
連
の
命
題
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
病
死
後
（
一
九
二
四
年
一
月
二

一
日
）
、
ス
タ
ー
リ
ソ
が
権
力
基
盤
を
確
立
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
も
、
資
本
主
義
諸
国
に
対
す
る
ソ
連
外
交
の
基
本
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
ソ
連
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
日
米
間
の
矛
盾
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ソ
連
は
極
東
の
経
済
利
権
を
め
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
（
5
）

り
、
日
米
間
に
利
害
の
対
立
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
意
図
し
た
と
思
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
一
九
二
〇
年
四
月
、
ソ
ビ
エ
ト
政
府
に
よ

り
緩
衝
国
家
と
し
て
樹
立
さ
れ
た
極
東
共
和
国
が
ア
メ
リ
カ
の
シ
ソ
ク
レ
ア
石
油
会
社
と
北
樺
太
の
利
権
に
つ
い
て
交
渉
を
行
い
、
翌
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

一
年
五
月
に
は
仮
契
約
の
調
印
に
い
た
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
二
〇
年
七
月
よ
り
北
樺
太
は
日
本
軍
の
占
領
下
に
あ
り
、
石
油
開
発

は
す
で
に
目
本
海
軍
の
指
導
の
下
に
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
ソ
連
側
の
ア
メ
リ
カ
資
本
へ
の
接
近
が
目
米
間
に
摩
擦
を
起
こ
す
こ
と
は
必

至
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
ソ
連
は
、
北
樺
太
の
石
油
開
発
を
め
ぐ
る
日
米
間
の
利
害
を
対
立
さ
せ
、
同
地
を
軍
事
占
領
し
て
い
る
日
本

70



に
対
し
牽
制
を
試
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
極
東
に
お
け
る
帝
国
主
義
間
の
矛
盾
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
．
後
述
す
る
よ
う
に
、

利
権
問
題
、
ぞ
し
て
日
米
の
利
害
対
立
の
問
題
は
、
第
一
次
日
ソ
国
交
樹
立
交
渉
に
お
け
る
ソ
連
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
中
で
特
に
重
要
な

意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

第一次日ソ国交樹立とソ連の交渉ストラテジー

　
2
　
交
渉
の
区
分
と
日
本
政
府
の
対
ソ
姿
勢

　
日
ソ
間
の
国
交
樹
立
交
渉
は
、
大
連
会
議
、
長
春
会
議
、
東
京
予
備
会
議
、
お
よ
び
北
京
会
議
の
四
つ
の
交
渉
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
大
連
と
長
春
会
議
は
、
緩
衝
国
家
”
極
東
共
和
国
と
日
本
と
の
交
渉
で
あ
り
、
厳
密
な
意
味
で
の
目
ソ
交
渉
は
、
東
京

予
備
会
議
と
北
京
会
議
で
あ
る
。
ソ
連
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
に
着
目
す
る
時
、
こ
の
二
つ
の
会
議
を
以
下
の
よ
う
な
段
階
に
区
分
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
ろ
う
。

　
東
京
予
備
会
議
の
準
備
段
階
は
、
・
シ
ア
革
命
直
後
か
ら
日
ソ
両
政
府
当
局
間
で
非
公
式
予
備
交
渉
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
時
期
で
あ

り
（
一
九
一
八
年
～
一
九
二
三
年
六
月
）
、
交
渉
段
階
は
、
こ
の
非
公
式
予
備
交
渉
を
示
し
て
い
る
（
一
九
壬
二
年
六
月
～
七
月
）
。
次
に
北
京
会

議
の
準
備
段
階
は
、
東
京
予
備
会
議
打
切
り
後
、
目
ソ
間
に
正
式
交
渉
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
（
一
九
二
三
年
九
月
～
一
九
二
四
年
五
月
）
、
交

渉
段
階
は
正
式
交
渉
開
始
か
ら
中
断
ま
で
（
一
九
二
四
年
五
月
～
一
一
月
）
、
そ
し
て
最
終
段
階
は
交
渉
再
開
後
日
ソ
基
本
条
約
調
印
ま
で
（
一

九
二
四
年
二
一
月
～
一
九
二
五
年
一
月
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
日
ソ
国
交
樹
立
交
渉
は
、
二
度
の
準
備
段
階
な
ら
び
に
交
渉
段
階
を
経
て
、

最
終
段
階
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
当
時
の
日
本
政
府
は
い
か
な
る
対
ソ
姿
勢
を
示
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
政
府
は
交
渉
の
終
盤
に
い
た
る
ま
で
日
ソ

交
渉
に
消
極
的
で
あ
り
、
米
英
仏
伊
な
ど
列
国
と
の
協
調
主
義
に
基
づ
き
、
対
ソ
不
承
認
政
策
を
堅
持
し
て
い
た
．
日
本
政
府
の
立
場
を
、

交
渉
の
各
段
階
に
従
っ
て
説
明
し
て
お
こ
う
。

　
東
京
予
備
会
議
の
準
備
段
階
は
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
間
ソ
ビ
エ
ト
側
は
通
商
関
係
の
開
始
、
国
交
樹
立
を
日
本
に
対
し
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（
7
）

再
三
呼
び
か
け
る
が
、
日
本
政
府
は
こ
れ
を
無
視
し
て
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
継
続
し
、
極
東
共
和
国
と
の
交
渉
を
行
っ
た
．
一
九
二
二
年
一

〇
月
．
日
本
は
よ
う
や
く
北
樺
太
を
除
く
シ
ベ
リ
ア
全
地
域
か
ら
撤
兵
し
、
一
一
月
に
は
極
東
共
和
国
が
ソ
ビ
エ
ト
政
府
に
よ
っ
て
併
合

さ
れ
る
。
こ
れ
は
日
本
の
対
ソ
政
策
の
完
全
な
行
き
詰
ま
り
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
九
二
三
年
一
月
に
は
、
東
京
市
長
後
藤
新
平

が
北
京
に
滞
在
す
る
ソ
連
極
東
全
権
ヨ
ッ
フ
ェ
を
日
本
に
招
待
し
、
意
見
交
換
を
試
み
た
。
し
か
し
、
ヨ
ヅ
フ
ェ
の
来
日
に
対
し
て
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

本
政
府
は
「
全
然
無
関
係
」
と
い
う
態
度
を
示
し
、
暗
号
電
報
使
用
な
ど
の
外
交
官
特
権
を
ヨ
ッ
フ
ェ
に
一
切
供
与
し
な
い
措
置
を
と
っ

た
。
日
本
政
府
は
列
国
協
調
、
対
ソ
不
承
認
の
基
本
姿
勢
を
あ
く
ま
で
も
崩
そ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ヨ
ッ
フ
ェ
の
来
日
後
、
日
本
国
内
で
対
ソ
交
渉
気
運
が
急
速
に
盛
り
上
が
り
、
日
本
政
府
は
一
九
二
三
年
六
月
二
日
、
日
ソ

政
府
当
局
間
の
非
公
式
予
備
交
渉
開
始
を
決
定
し
た
。
こ
う
し
て
目
ソ
交
渉
は
交
渉
段
階
に
は
い
り
、
六
月
か
ら
七
月
、
ヨ
ッ
フ
ェ
と
外

務
省
の
川
上
俊
彦
（
元
ポ
ー
ラ
ン
ド
公
使
）
と
の
間
で
、
合
計
一
二
回
に
わ
た
る
会
談
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う

に
、
会
談
に
お
け
る
双
方
の
立
場
は
大
き
く
異
な
り
、
交
渉
は
結
着
を
み
な
い
ま
ま
七
月
末
打
切
り
と
な
る
。

　
帰
国
し
た
ヨ
ッ
フ
ェ
に
代
わ
っ
て
新
た
に
極
東
全
権
に
赴
任
し
た
カ
ラ
ハ
ン
は
、
同
年
九
月
二
二
日
、
北
京
公
使
芳
沢
謙
吉
に
交
渉
の

　
　
　
　
　
　
（
9
）

再
開
を
呼
び
か
け
、
日
ソ
交
渉
は
再
び
準
備
段
階
を
む
か
え
る
．
し
か
し
、
カ
ラ
ハ
ソ
の
呼
び
か
け
に
対
し
て
日
本
政
府
は
、
当
面
何
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

せ
ず
に
ソ
連
側
の
出
方
を
見
守
る
と
の
態
度
を
示
し
て
い
た
。
目
本
政
府
は
、
列
国
協
調
主
義
に
よ
る
対
ソ
交
渉
消
極
姿
勢
を
依
然
と
し

て
堅
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
翌
一
九
二
四
年
二
月
、
イ
ギ
リ
ス
、
次
い
で
イ
タ
リ
ァ
が
ソ
連
と
の
国
交
樹
立
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
政
府
の
対
ソ
不
承

認
政
策
は
根
本
的
に
再
検
討
を
迫
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
同
年
五
月
一
三
日
、
日
本
政
府
は
正
式
交
渉
開
始
を
決
定
し
、
日
ソ
交
渉
は
再
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

交
渉
段
階
に
は
い
っ
た
。
そ
し
て
交
渉
開
始
後
の
七
月
二
四
日
、
日
本
政
府
は
対
ソ
交
渉
方
針
を
つ
い
に
具
体
的
に
明
示
し
、
最
終
段
階

に
い
た
る
ま
で
こ
の
方
針
に
基
づ
き
交
渉
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
．

　
以
上
、
北
京
会
議
の
交
渉
段
階
に
は
い
っ
て
方
針
を
よ
う
や
く
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
ソ
交
渉
を
め
ぐ
り
日
本
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政
府
は
、
列
国
協
調
に
基
づ
く
対
ソ
不
承
認
政
策
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

終
盤
に
い
た
る
ま
で
消
極
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第一次日ソ国交樹立とソ連の交渉ストラテジー

　
3
　
日
ソ
両
国
の
力
関
係

　
国
交
樹
立
交
渉
を
行
う
際
の
日
ソ
両
国
の
力
関
係
は
、
基
本
的
に
は
軍
事
的
、
経
済
的
力
関
係
を
反
映
し
て
、
ソ
連
側
に
不
利
で
あ
る
。

し
か
し
、
両
国
の
内
外
条
件
の
変
化
に
と
も
な
い
、
交
渉
を
め
ぐ
る
政
治
的
力
関
係
は
、
準
備
段
階
、
交
渉
段
階
、
そ
し
て
最
終
段
階
で

推
移
す
る
。

　
準
備
段
階
に
お
い
て
は
、
ソ
連
を
承
認
し
て
い
な
い
日
本
政
府
を
い
か
に
し
て
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
か
せ
る
か
が
、
ソ
連
の
ス
ト
ラ

テ
ジ
ー
の
要
と
な
る
。
そ
の
際
日
ソ
の
政
治
的
力
関
係
は
、
交
渉
が
全
く
日
程
に
の
ぼ
っ
て
い
な
い
ソ
連
に
と
っ
て
不
利
な
時
期
、
ま
た

交
渉
が
現
実
の
日
程
に
の
ぽ
っ
た
ソ
連
に
と
っ
て
有
利
な
時
期
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
ぎ
る
．
交
渉
が
全
く
日
程
に
の
ぼ
っ
て
い
な

い
時
期
に
は
、
ソ
連
は
ま
ず
日
ソ
交
渉
に
対
す
る
日
本
の
関
心
を
引
き
つ
け
る
こ
と
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
交
渉
が
現
実
の

日
程
に
の
ぽ
っ
た
後
は
、
何
ら
か
の
圧
力
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
政
府
を
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
か
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
の
で
あ
る
。

　
力
関
係
の
転
換
点
は
、
東
京
予
備
会
議
で
は
ヨ
ッ
フ
ェ
の
来
日
、
北
京
会
議
の
際
は
イ
ギ
リ
ス
の
対
ソ
承
認
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た

よ
う
に
、
ヨ
ッ
フ
ェ
の
来
日
後
、
日
本
国
内
で
は
対
ソ
交
渉
気
運
が
急
速
に
高
ま
り
、
ソ
連
に
と
っ
て
交
渉
開
始
の
条
件
が
整
っ
て
い
っ

た
。
ま
た
英
ソ
国
交
樹
立
後
、
外
務
人
民
委
員
代
理
リ
ト
ヴ
ィ
ノ
フ
は
、
ソ
連
と
対
ソ
非
承
認
国
と
の
力
関
係
が
ソ
連
側
に
著
し
く
有
利

　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

に
な
っ
た
と
述
べ
た
が
、
こ
の
発
言
は
、
ソ
連
の
外
交
姿
勢
の
転
換
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
準
備
段
階
後
半
に
お
い
て
は
、
政
治
的
力
関
係
が
ソ
連
側
に
有
利
で
あ
っ
た
が
、
日
本
政
府
が
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
き

交
渉
段
階
を
む
か
え
る
と
、
力
関
係
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
ソ
連
に
と
っ
て
日
ソ
交
渉
の
第
一

の
目
的
が
日
本
と
の
国
交
樹
立
で
あ
り
、
懸
案
の
解
決
は
第
二
義
的
な
問
題
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
日
本
は
懸
案
の
解
決
を
国
交
樹
立
に
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優
先
さ
せ
．
あ
く
ま
で
も
条
件
付
の
対
ソ
承
認
を
考
え
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
．
日
本
政
府
は
、
ソ
ビ
エ
ト
側
の
国
際
義
務

（
帝
政
・
シ
ア
時
代
の
旧
条
約
、
旧
債
務
な
ど
）
の
履
行
、
尼
港
事
件
（
一
九
二
〇
年
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
極
東
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
市
で
多
数
の
日

本
人
が
ソ
連
側
に
よ
っ
て
虐
殺
さ
れ
た
事
件
）
の
解
決
、
さ
ら
に
は
北
樺
太
の
利
権
供
与
若
し
く
は
同
地
の
売
却
を
要
求
し
、
ま
た
尼
港
事
件

が
解
決
し
な
け
れ
ば
北
樺
太
か
ら
は
撤
兵
し
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。

　
交
渉
段
階
を
む
か
え
る
と
、
こ
の
よ
う
な
両
者
の
立
場
、
す
な
わ
ち
軍
事
的
、
経
済
的
な
力
関
係
が
そ
の
ま
ま
交
渉
に
反
映
す
る
。
交

渉
は
無
条
件
、
早
期
国
交
樹
立
を
求
め
る
ソ
連
と
、
そ
れ
に
難
色
を
示
し
、
懸
案
の
解
決
を
優
先
さ
せ
る
目
本
と
の
間
で
行
わ
れ
る
た
め
、

ソ
連
は
日
本
側
の
様
々
な
要
求
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
そ
こ
で
交
渉
に
お
け
る
両
国
の
政
治
的
力
関
係
は
、
再
び
ソ
連
に
と
っ

て
不
利
に
な
る
。
ソ
連
は
、
不
利
な
力
関
係
を
少
し
で
も
有
利
に
転
じ
、
で
き
る
だ
け
好
ま
し
い
条
件
で
交
渉
を
妥
結
さ
せ
る
た
め
の
ス

ト
ラ
テ
ジ
ー
を
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
最
終
段
階
と
は
、
ソ
連
が
力
関
係
を
有
利
に
す
る
努
力
を
打
ち
切
っ
た
段
階
で
あ
る
．
す
な
わ
ち
、
こ
れ
以
上
の
交
渉
継
続
は
不
利
で

あ
る
と
み
な
し
、
ソ
連
自
身
が
交
渉
を
最
終
段
階
と
認
識
し
た
時
期
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
一
九
二
四
年
一
二
月
か
ら
翌
二
五

年
一
月
に
こ
の
よ
う
な
認
識
を
下
し
た
の
か
、
そ
の
際
い
か
な
る
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
に
よ
っ
て
交
渉
を
成
立
さ
せ
た
の
か
、
こ
の
点
が
考
察

の
ポ
イ
ソ
ト
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
以
下
、
各
々
の
段
階
に
お
け
る
ソ
連
の
交
渉
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
具
体
的
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
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）
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書
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（
4
）
　
資
本
主
義
諸
国
に
対
す
る
ソ
連
の
経
済
接
近
政
策
、
特
に
対
米
経
済
関
係
へ
の
期
待
に
つ
い
て
は
、
＞
・
ρ
‘
堵
9
写
塁
）
《
』
窪
臣
鵠
e
o
讐

暑
o
器
霞
①
0
8
忠
突
良
切
器
目
器
陣
＝
o
自
望
釜
》
ス
客
o
突
困
℃
お
認
）
一
3
マ
這
一
山
3
を
参
照
．

（
5
）
　
細
谷
千
博
「
北
サ
ハ
リ
ン
の
石
油
資
源
を
め
ぐ
る
目
・
米
・
英
の
経
済
紛
争
」
（
細
谷
編
『
太
平
洋
・
ア
ジ
ア
圏
の
国
際
経
済
紛
争
史
（
一
九
二

　
二
～
一
九
四
五
）
』
、
東
大
出
版
会
、
一
九
八
三
年
）
が
詳
し
い
。

（
6
）
　
、
ミ
乳
§
葬
§
き
器
亀
導
恥
q
蓑
飾
＆
o
Q
飾
9
跳
（
以
下
男
国
ご
ω
と
略
す
）
し
8
辞
月
サ
お
o。。

（
7
）
　
ソ
ピ
エ
ト
側
の
呼
び
か
け
は
、
一
九
一
八
年
六
月
、
外
務
人
民
委
員
部
ア
ジ
ア
課
長
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
ソ
ス
キ
ー
と
外
務
省
書
記
官
上
田
仙
太
郎
と

　
の
会
見
、
一
九
二
一
年
八
月
か
ら
二
一
月
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
駐
在
全
権
代
表
カ
ラ
ハ
ソ
と
同
公
使
川
上
俊
彦
と
の
会
見
な
ど
に
お
い
て
行
わ
れ
た
（
外

務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
記
録
分
類
番
号
ー
以
下
「
外
史
」
と
略
す
1
二
・
五
・
一
・
一
〇
六
・
四
・
七
、
『
露
国
諸
政
治
団
体
の
請
議
』
）
．

ハ　　パ　　パ　　パ　　パ

12111098）　　）　　）　　）　　）

　
る
外
務
省
1
」

　
る
幣
原
外
交
の
再
評
価
」

（
1
3
）

　
一
S
oo
）
｝
署
。

『
目
本
外
交
文
書
』
（
以
下
『
外
文
』
と
略
す
）
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
年
）
第
一
冊
、
二
〇
一
文
書
。

同
右
、
三
〇
九
文
書
．

同
右
、
三
二
三
文
書
．

『
外
文
』
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
年
）
第
一
冊
、
四
一
六
文
書
．

第
一
次
日
ソ
国
交
樹
立
交
渉
に
お
け
る
日
本
政
府
の
交
渉
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
日
本
の
対
ソ
承
認
の
一
考
察
－
東
京
予
備
会
議
に
お
け

　
　
　
　
（
『
慶
鷹
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
論
文
集
』
第
一
九
号
、
一
九
八
四
年
）
、
な
ら
び
に
、
拙
稿
「
日
ソ
国
交
樹
立
交
渉
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
政
治
経
済
史
学
』
第
二
五
〇
号
、
一
九
八
七
年
二
月
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
．

q
。
U
①
讐
器
（
㊦
e
｝
o
Q
。
蔑
象
O
。
婁
慧
§
。
・
§
肉
。
§
睾
、
。
§
撃
ぐ
。
一
」
（
一
。
嵩
山
。
N
“
）
｝
（
寄
冨
暮
Φ
9
Z
霜
属
。
詩
”
○
。
鼠
α
q
9
ω
。
。
塁

　
　
　
僻
N
刈
1
“
N
P

ニ
　
ソ
連
の
交
渉
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

　
1
　
準
備
段
階

　
準
備
段
階
に
お
け
る
ソ
連
の
交
渉
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
と
し
て
、
次
の
二
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
リ
ン
ケ
ー
ジ
、
す
な
わ
ち

日
ソ
問
に
存
在
す
る
争
点
を
国
交
樹
立
交
渉
と
連
関
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
を
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
か
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
で
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あ
る
。
第
二
に
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
争
点
を
め
ぐ
り
利
害
関
係
を
も
つ
日
米
両
国
な
ら
び
に
日
本
国
内
の
分
断
で
あ
る
。

　
第
一
の
リ
ソ
ケ
ー
ジ
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
ソ
連
が
国
交
樹
立
交
渉
と
連
関
さ
せ
た
争
点
と
は
、
漁
業
、
石
油
利
権
な
ど
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

問
題
と
、
在
ソ
邦
人
や
日
本
「
領
事
」
に
対
す
る
扱
い
の
二
つ
で
あ
る
。
ソ
連
は
交
渉
開
始
を
め
ぐ
る
条
件
が
不
利
な
時
は
、
争
点
に
対

す
る
日
本
の
特
権
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
交
渉
の
糸
口
を
つ
か
も
う
と
し
た
が
、
有
利
に
転
じ
る
と
、
特
権
を
否
認
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
日
本
を
交
渉
に
引
き
出
そ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
漁
業
、
石
油
利
権
な
ど
経
済
問
題
を
め
ぐ
り
、
日
ソ
交
渉
が
日
程
に
の
ぼ
っ
て
い
な
い
段
階
で
は
、
ソ
連
は
日
本
に
対
し
好
意
的

発
言
を
繰
り
返
し
た
。
具
体
的
に
述
べ
る
と
、
日
ソ
間
の
大
な
る
利
害
関
係
を
考
慮
し
て
シ
ベ
リ
ア
の
利
権
は
日
本
に
対
し
優
先
的
に
供

与
す
る
こ
と
、
極
東
共
和
国
に
よ
っ
て
す
で
に
締
結
さ
れ
た
対
米
利
権
契
約
は
日
ソ
関
係
の
進
展
し
だ
い
で
は
取
消
し
も
可
能
な
こ
と
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

た
漁
業
間
題
に
つ
い
て
は
日
本
に
対
す
る
好
意
と
し
て
帝
政
時
代
同
様
の
方
法
で
取
扱
う
と
い
う
ソ
ビ
エ
ト
側
関
係
者
の
意
向
が
、
革
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

直
後
か
ら
ヨ
ッ
フ
ェ
の
来
日
前
ま
で
再
三
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
．
経
済
問
題
を
め
ぐ
る
好
意
的
発
言
は
、
東
京
予
備
会
議
決
裂
後
に
も

行
わ
れ
た
．
一
九
二
四
年
九
月
、
関
東
大
震
災
に
よ
る
日
本
人
被
災
者
救
援
の
た
め
ソ
連
船
「
レ
ー
ニ
ン
号
」
が
物
資
を
搭
載
し
て
横
浜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

に
入
港
し
、
日
本
側
官
憲
に
よ
っ
て
退
去
を
命
じ
ら
れ
た
「
レ
ー
ニ
ン
号
事
件
」
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
ソ
連
側
は
、
事
件
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

後
も
、
極
東
の
漁
区
、
森
林
伐
採
権
の
日
本
国
民
に
対
す
る
特
別
供
与
を
申
し
入
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ソ
連
は
、
日
ソ
交
渉
が
日
程
に
の
ぼ
っ
て
い
な
い
段
階
で
は
、
経
済
問
題
を
め
ぐ
り
好
意
的
発
言
を
繰
り
返
し
た
が
、
ひ

と
た
び
交
渉
が
現
実
の
日
程
に
の
ぽ
る
と
、
同
じ
問
題
に
よ
っ
て
対
日
圧
力
を
行
使
す
る
。
ま
ず
ヨ
ッ
フ
ェ
の
来
日
を
目
前
に
し
た
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

二
三
年
一
月
二
三
日
、
ソ
ビ
エ
ト
政
府
は
ア
メ
リ
カ
の
シ
ン
ク
レ
ア
石
油
会
社
と
極
東
共
和
国
が
締
結
し
た
利
権
契
約
を
正
式
に
承
認
し
、

日
本
に
対
し
利
権
を
優
先
的
に
供
与
す
る
と
い
う
ソ
ビ
エ
ト
側
の
発
言
は
翻
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
次
に
同
年
三
月
二
日
、
ソ
ビ
エ
ト

政
府
は
「
極
東
に
お
け
る
漁
業
及
海
獣
業
経
営
規
定
」
を
発
表
し
、
以
後
ソ
ビ
エ
ト
領
内
で
漁
業
に
従
事
す
る
外
国
市
民
は
ソ
連
の
法
律
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

条
例
に
従
う
こ
と
、
ソ
連
側
発
行
の
査
証
を
携
帯
す
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
う
し
て
帝
政
時
代
か
ら
の
日
本
漁
業
の
特
権
は
否
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認
さ
れ
、
日
本
政
府
は
ソ
連
側
の
「
好
意
」
を
期
待
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
経
済
問
題
と
並
ん
で
重
要
な
争
点
は
、
在
ソ
邦
人
や
日
本
「
領
事
」
の
扱
い
で
あ
る
。
ソ
ビ
エ
ト
側
は
、
日
ソ
交
渉
が
日
程
に
の
ぼ
っ

て
い
な
い
段
階
で
は
日
本
人
の
特
別
待
遇
を
提
案
す
る
が
、
ひ
と
た
び
交
渉
が
日
程
に
の
ぽ
る
と
一
転
し
て
日
ソ
の
相
互
主
義
を
主
張
す

る
よ
う
に
な
る
．
ま
ず
交
渉
が
日
程
に
の
ぼ
っ
て
い
な
い
一
九
二
】
年
か
ら
壬
二
年
一
月
初
め
、
カ
ラ
ハ
ン
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
駐
在
全
権
代
表
↓

外
務
人
民
委
員
第
二
代
理
V
は
ソ
ビ
エ
ト
領
に
在
住
す
る
日
本
人
の
生
命
財
産
の
安
全
を
約
束
し
、
ま
た
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
お
け
る
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

数
の
日
本
人
の
残
留
を
考
慮
に
入
れ
て
、
日
本
に
だ
け
特
別
「
領
事
」
の
駐
在
を
認
め
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ヨ
ッ
フ
ェ
の
来
日
に
よ
り
交
渉
が
日
程
に
の
ぽ
っ
た
一
九
二
三
年
二
月
二
〇
日
、
ソ
ビ
エ
ト
側
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

「
領
事
」
の
職
権
を
否
認
し
、
さ
ら
に
四
月
に
は
い
る
と
、
日
本
政
府
が
ヨ
ッ
フ
ェ
に
暗
号
電
報
使
用
権
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
を
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

に
、
相
互
主
義
に
基
づ
き
日
本
「
領
事
」
の
暗
号
電
報
使
用
を
禁
止
し
た
。
同
様
に
一
年
後
の
一
九
二
四
年
二
月
、
イ
ギ
リ
ス
の
対
ソ
承

認
後
、
ソ
ビ
エ
ト
側
は
日
ソ
交
渉
を
め
ぐ
り
依
然
と
し
て
態
度
を
明
ら
か
に
し
な
い
日
本
政
府
に
、
再
び
「
領
事
」
の
職
権
否
認
を
通
告

　
（
n
）

し
た
他
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
滞
在
す
る
総
勢
二
七
名
の
日
本
人
（
う
ち
二
名
は
軍
人
）
を
、
ソ
連
の
国
際
政
治
上
の
秘
密
を
調
査
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

と
の
理
由
に
よ
り
拘
禁
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
日
本
政
府
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
問
題
解
決
の
た
め
に
、
ソ
連
側
と

の
接
衝
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

　
ソ
連
の
リ
ソ
ケ
ー
ジ
戦
略
は
、
国
交
樹
立
交
渉
の
開
始
に
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
政
府
は
、
東
京
予
備

会
議
の
際
は
漁
業
問
題
、
北
京
会
議
に
お
い
て
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
拘
禁
事
件
を
国
交
問
題
と
切
り
離
し
て
解
決
す
る
こ
と
を
主
張
す

　
（
1
3
）

る
が
、
不
利
に
転
じ
た
政
治
的
力
関
係
の
下
で
は
、
切
り
離
し
を
ソ
連
側
に
認
め
さ
せ
る
に
足
る
切
り
札
を
持
っ
て
い
な
い
．
ま
た
、
二

つ
の
問
題
は
そ
の
性
格
上
各
々
緊
急
に
解
決
を
要
す
る
こ
と
が
ら
で
あ
り
、
解
決
が
先
送
り
さ
れ
る
な
ら
ば
日
本
側
は
一
定
の
直
接
的
打

撃
を
被
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
争
点
を
国
交
樹
立
交
渉
に
連
関
さ
せ
る
ソ
連
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
は
、
効
力
を
発
揮
す
る
の

　
　
（
1
4
）

で
あ
る
。
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日
本
政
府
は
、
漁
業
問
題
、
そ
し
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
拘
禁
事
件
を
契
機
に
対
ソ
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
き
、
つ
い
に
日
ソ
政
府
間

交
渉
開
始
を
決
定
す
る
に
い
た
っ
た
。
交
渉
開
始
に
あ
た
っ
て
日
本
外
務
省
閣
議
案
は
、
も
し
日
本
が
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
か
な
け
れ

ば
、
漁
業
問
題
や
領
事
の
扱
い
に
つ
い
て
ソ
連
側
の
圧
力
が
一
層
強
ま
り
、
そ
の
結
果
重
大
な
事
態
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
と
述
べ
て
い

（
1
5
）る
。
こ
れ
は
、
ソ
連
の
リ
ソ
ケ
ー
ジ
が
、
国
交
樹
立
交
渉
の
開
始
に
効
力
を
発
揮
し
た
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
も
の
と
し
て
、
留
意
に
値

す
る
。

　
ソ
連
の
交
渉
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
第
二
は
、
争
点
を
め
ぐ
り
利
害
関
係
を
も
つ
日
米
両
国
、
そ
し
て
日
本
国
内
の
分
断
で
あ
る
。

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
ソ
連
は
、
ヨ
ッ
フ
ェ
の
来
日
前
、
日
ソ
交
渉
が
日
程
に
の
ぼ
っ
て
い
な
い
段
階
で
は
、
日
本
に
対
し
利
権
を
優

先
的
に
供
与
し
、
対
米
利
権
契
約
は
取
り
消
し
も
で
き
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
た
が
、
ひ
と
た
び
交
渉
が
日
程
に
の
ぼ
っ
た
一
九
二
三
年

一
月
、
ア
メ
リ
カ
側
と
の
利
権
契
約
を
正
式
に
承
認
し
た
。
こ
れ
は
、
日
米
の
利
害
対
立
に
く
さ
び
を
打
ち
込
み
、
日
ソ
交
渉
に
消
極
的

な
日
本
に
、
対
米
経
済
関
係
の
進
展
を
挺
子
と
し
て
圧
力
を
か
け
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
日
米
分
断
を
意
図
し
た
ソ
連
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
国
務
省
の
対
ソ
不
承
認
政
策
に
は
ば
ま
れ
て
十
分
に
目
的
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
焔
）

果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
他
方
、
ソ
連
に
よ
る
対
米
利
権
契
約
承
認
後
、
日
本
国
内
の
対
ソ
通
商
関
係
開
始
を
求
め
る
動
き
は
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

界
を
中
心
に
ま
す
ま
す
活
発
と
な
り
、
日
本
国
内
の
分
断
を
ね
ら
っ
た
ソ
連
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
は
、
効
果
を
あ
ら
わ
し
始
め
る
の
で
あ
る
。

　
ソ
連
に
よ
る
日
本
国
内
の
分
断
は
、
日
本
外
務
省
と
海
軍
省
と
い
う
政
府
内
部
の
立
場
の
相
違
を
引
き
起
こ
し
た
。
一
九
二
三
年
二
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

井
手
海
軍
次
官
が
田
中
外
務
次
官
に
送
っ
た
書
簡
は
す
で
に
多
く
の
研
究
者
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
資
本
の
北

樺
太
進
出
を
憂
慮
し
、
同
地
の
利
権
を
確
保
す
る
た
め
に
日
ソ
交
渉
の
推
進
を
要
請
す
る
内
容
で
あ
り
、
対
ソ
政
策
を
め
ぐ
る
日
本
国
内

の
立
場
の
相
違
を
顕
在
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ソ
連
に
よ
る
分
断
は
、
漁
業
問
題
に
お
い
て
一
層
具
体
的
に
示
さ
れ
る
．
一
九
二
三
年
五
月
、
東
京
予
備
会
議
の
中
で
日
本
外
務
省
が

漁
業
問
題
の
国
交
樹
立
交
渉
と
の
切
り
離
し
を
ソ
連
側
に
要
請
し
た
際
、
ソ
連
は
、
交
渉
に
積
極
的
な
後
藤
新
平
と
消
極
的
な
外
務
省
を
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明
白
に
使
い
分
け
て
対
応
す
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
述
べ
る
と
．
ヨ
ッ
フ
ェ
は
モ
ス
ク
ワ
の
外
務
人
民
委
員
第
二
代
理
カ
ラ
ハ
ン
に
宛

て
て
、
日
本
外
務
省
の
希
望
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
漁
業
問
題
に
は
外
務
省
の
行
為
に
何
等
関
係
の
な
い
多
数
の
利
害
関
係
者

が
あ
る
の
で
、
後
藤
個
人
に
対
す
る
誠
意
と
し
て
こ
の
問
題
の
円
満
な
解
決
を
訴
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
カ
ラ
ハ
ン
は
五
月
一
〇
日
、
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

本
政
府
を
歓
迎
す
る
根
拠
は
な
い
が
、
後
藤
の
要
請
に
応
え
る
べ
く
、
日
本
の
漁
業
関
係
者
へ
の
便
宜
の
供
与
を
約
束
し
た
の
で
あ
る
．

両
者
の
や
り
と
り
に
は
、
後
藤
新
平
と
、
外
務
省
と
は
関
係
の
な
い
多
数
の
利
害
関
係
者
に
対
す
る
ソ
連
側
の
好
意
的
な
姿
勢
が
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。

　
東
京
予
備
会
議
打
切
り
後
、
交
渉
は
再
び
準
備
段
階
を
む
か
え
る
。
こ
こ
で
カ
ラ
ハ
ン
、
さ
ら
に
外
務
人
民
委
員
チ
チ
ェ
リ
ン
は
各
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
21
）

後
藤
新
平
に
書
簡
を
送
り
、
日
ソ
交
渉
の
早
期
再
開
を
呼
び
か
け
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
ソ
連
の
交
渉
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
第
二
は
、
海
軍

省
と
外
務
省
、
後
藤
新
平
と
外
務
省
、
漁
業
関
係
者
と
外
務
省
な
ど
各
々
を
分
断
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
．
争
点
と
利
害
関
係
を

も
つ
人
々
に
好
意
的
な
姿
勢
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
対
ソ
政
策
を
め
ぐ
る
日
本
国
内
の
立
場
の
相
違
を
顕
在
化
さ
せ
、
交
渉
推
進
の
挺
子

と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
以
上
、
準
備
段
階
に
お
け
る
ソ
連
の
交
渉
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
考
察
し
て
き
た
が
、
リ
ソ
ケ
ー
ジ
と
分
断
は
互
い
に
密
接
に
結
び
つ
い
て

い
る
。
ソ
連
は
、
争
点
と
国
交
樹
立
交
渉
を
連
関
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
側
に
直
接
的
圧
力
を
行
使
し
、
目
本
政
府
を
交
渉
の
テ
ー

ブ
ル
に
着
か
せ
た
。
そ
し
て
他
方
、
争
点
を
め
ぐ
り
利
害
関
係
を
も
つ
人
々
と
日
本
政
府
を
分
断
す
る
こ
と
で
、
日
本
国
内
の
対
ソ
交
渉

気
運
を
盛
り
上
げ
、
日
本
政
府
の
対
ソ
消
極
姿
勢
を
内
側
か
ら
崩
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
．

　
2
　
交
渉
段
階

　
交
渉
段
階
に
は
い
る
と
、
日
本
側
が
懸
案
の
解
決
を
国
交
樹
立
に
優
先
さ
せ
、
様
々
な
要
求
を
ソ
連
側
に
提
示
す
る
た
め
、
日
ソ
の
政

治
的
力
関
係
は
再
び
ソ
連
に
と
っ
て
不
利
に
な
る
。
ソ
連
は
、
不
利
な
力
関
係
を
少
し
で
も
有
利
に
転
じ
、
で
き
る
だ
け
好
ま
し
い
条
件
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の
下
で
交
渉
を
妥
結
さ
せ
る
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
ソ
連
の
交
渉
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
第
一
は
、
日
本
側
が
主
張
す
る
懸
案
に
対
し
最
初
に
あ
く
ま
で
も
自
国
の
原
則
的
立
場
を
展
開
す
る
こ

と
で
、
不
利
な
条
件
で
の
交
渉
成
立
を
防
ご
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
．
し
か
し
、
ソ
連
側
の
原
則
的
立
場
は
、
日
本
の
拒
絶
に
よ
っ
て
後

退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
こ
で
交
渉
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
第
二
が
、
時
間
か
せ
ぎ
で
あ
る
。
ソ
連
は
、
で
き
る
だ
け
時
間
を
か
け
て
交
渉

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
交
渉
相
手
か
ら
譲
歩
を
引
ぎ
出
し
、
原
則
的
立
場
か
ら
の
後
退
を
最
小
恨
に
と
ど
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
以

下
、
東
京
予
備
会
議
、
並
び
に
北
京
会
議
に
お
け
る
日
ソ
交
渉
を
具
体
的
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
交
渉
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
第
一
、
原
則
的
立
場
の
展
開
に
つ
い
て
で
あ
る
．
東
京
予
備
会
議
に
お
い
て
は
、
尼
港
事
件
の
解
決
が
日

ソ
間
の
論
議
の
焦
点
で
あ
っ
た
。
会
談
を
行
っ
た
外
務
省
の
川
上
俊
彦
は
、
尼
港
事
件
に
対
す
る
ソ
連
側
の
遺
憾
の
意
の
表
明
と
損
害
賠

償
を
要
求
す
る
．
し
か
し
ヨ
ッ
フ
ェ
は
、
尼
港
事
件
の
責
任
は
日
本
に
あ
っ
て
ソ
連
側
に
は
な
い
と
い
う
主
張
を
行
い
、
そ
の
理
由
と
し

て
、
①
尼
港
事
件
は
パ
ル
チ
ザ
ソ
の
ト
リ
ャ
ピ
ー
ツ
ィ
ソ
一
派
に
よ
る
憎
む
べ
ぎ
行
為
で
あ
り
、
こ
の
一
派
は
当
時
ソ
ビ
エ
ト
政
府
と
は

何
等
関
係
が
な
か
っ
た
、
②
同
事
件
は
日
本
が
シ
ベ
リ
ア
を
軍
事
占
領
し
て
い
る
期
間
中
に
起
こ
っ
た
、
と
の
原
則
的
立
場
を
明
ら
か
に

し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ヨ
ッ
フ
ェ
は
、
相
互
主
義
に
基
づ
き
、
ソ
ビ
エ
ト
側
が
尼
港
事
件
に
対
す
る
遺
憾
の
意
を
表
明
す
る
な
ら
ば
、

日
本
側
も
シ
ベ
リ
ア
出
兵
中
に
起
こ
し
た
同
様
の
事
件
に
遺
憾
の
意
を
表
す
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ヨ
ッ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

エ
の
立
場
は
川
上
の
拒
絶
に
よ
っ
て
後
退
し
、
ソ
連
側
は
、
尼
港
事
件
に
対
す
る
遺
憾
の
意
の
表
明
に
同
意
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
北
京
会
議
に
お
い
て
は
、
利
権
問
題
を
め
ぐ
り
白
熱
し
た
論
議
が
戦
わ
さ
れ
た
。
こ
こ
で
ソ
連
側
が
、
北
樺
太
の
利
権
の
開
発
権
は
あ

く
ま
で
も
国
交
樹
立
の
結
果
対
日
供
与
さ
れ
る
も
の
と
み
な
し
て
い
た
の
に
対
し
、
日
本
側
は
こ
れ
を
国
交
樹
立
の
条
件
と
考
え
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

両
者
の
立
場
は
根
本
的
に
相
違
し
て
い
る
。
会
談
の
席
上
芳
沢
公
使
は
、
利
権
供
与
に
関
す
る
条
件
を
日
ソ
間
の
条
約
の
中
で
詳
細
に
規

定
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
が
、
カ
ラ
ハ
ソ
は
「
長
期
、
有
利
な
利
権
を
対
日
供
与
す
る
」
と
い
う
よ
う
に
一
般
的
な
表
現
に
と
ど
め
る
こ

と
を
主
張
し
た
。
双
方
で
し
ば
ら
く
応
酬
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
後
、
カ
ラ
ハ
ン
は
つ
い
に
原
則
的
立
場
を
後
退
さ
せ
、
利
権
問
題
に
関
す
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（
2
4
）

る
条
件
の
討
議
に
同
意
し
た
の
で
あ
る
．

　
原
則
的
立
場
か
ら
や
む
を
得
ず
一
歩
後
退
し
た
後
、
ソ
連
は
第
二
の
交
渉
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
と
し
て
最
大
限
時
間
か
せ
ぎ
を
試
み
る
。
こ

こ
で
は
交
渉
を
引
き
延
ば
し
、
同
じ
要
求
を
何
度
も
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
相
手
側
の
妥
協
を
誘
い
、
原
則
的
立
場
か
ら
の
実
質
的
な

後
退
を
最
小
限
に
と
ど
め
よ
う
と
努
力
し
た
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
東
京
予
備
会
議
に
お
い
て
、
ヨ
ッ
フ
ェ
は
尼
港
事
件
を
め
ぐ
る
相
互
主
義
の
撤
回
と
遺
憾
の
意
の
表
明
に
同
意
し
、
川
上
に
陳
謝

文
案
を
提
出
す
る
が
、
そ
の
後
は
陳
謝
文
の
字
句
修
正
に
つ
い
て
論
議
が
戦
わ
さ
れ
た
．
た
と
え
ば
尼
港
事
件
の
責
任
者
、
ト
リ
ャ
ピ
ー

ツ
ィ
ソ
の
ひ
き
い
る
部
隊
が
ソ
連
の
「
正
規
軍
」
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
「
パ
ル
チ
ザ
ソ
」
で
あ
っ
た
か
な
ど
の
問
題
に
論
議
が
集
中

し
、
ヨ
ッ
フ
ェ
は
ト
リ
ャ
ピ
ー
ツ
ィ
ソ
が
「
正
規
軍
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
一
度
は
認
め
な
が
ら
、
次
の
会
談
で
こ
の
問
題
を
再
び
む
し
返

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

し
て
、
川
上
と
激
し
く
対
立
す
る
。
尼
港
事
件
は
結
局
未
解
決
の
ま
ま
議
論
が
打
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
ソ
連
は
、
「
ト
リ
ャ
ピ
ー
ツ

ィ
ソ
問
題
」
の
よ
う
に
国
交
問
題
の
中
の
小
さ
な
争
点
を
何
度
も
議
論
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
．
原
則
的
立
場
か
ら
の
後
退
を
で
き
る
だ
け

名
目
的
な
も
の
に
と
ど
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
交
渉
に
あ
た
っ
た
川
上
は
後
に
「
露
国
側
の
態
度
主
張
は
常
に
余
り
に
掛
引
ぎ
が
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

く
し
て
、
其
の
誠
意
が
果
し
て
あ
る
の
か
無
い
の
か
を
疑
は
し
む
る
が
如
き
態
度
で
終
始
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ヨ
ッ
フ
ェ

の
交
渉
態
度
を
示
し
た
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
。

　
北
京
会
議
に
お
い
て
、
カ
ラ
ハ
ン
は
利
権
問
題
を
め
ぐ
る
具
体
的
討
議
の
開
始
に
同
意
し
、
そ
の
後
は
、
北
樺
太
の
油
田
の
開
発
権
を

ど
の
程
度
の
割
合
で
対
日
供
与
す
る
か
が
論
議
の
焦
点
と
な
っ
た
。
一
九
二
四
年
九
月
か
ら
翌
年
】
月
二
〇
日
ま
で
日
ソ
双
方
に
よ
り
利

権
供
与
の
割
合
に
つ
い
て
数
字
の
応
酬
が
行
わ
れ
．
で
き
る
だ
け
大
き
な
割
合
で
開
発
権
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
日
本
に
対
し
、
ソ
連
は

可
能
な
限
り
低
い
数
字
で
の
妥
結
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
る
．

　
九
月
末
、
日
本
側
が
広
範
な
地
域
の
油
田
の
開
発
権
を
要
求
し
た
の
に
対
し
て
、
カ
ラ
ハ
ソ
は
北
樺
太
全
油
田
の
】
割
五
分
か
ら
二
割

を
対
日
供
与
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
と
述
べ
る
。
一
〇
月
六
日
、
モ
ス
ク
ワ
政
府
は
四
割
を
対
日
供
与
す
る
と
訓
令
し
た
が
、
日
本
側
は
こ
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れ
に
対
し
六
割
を
要
求
す
る
。
こ
う
し
て
四
割
か
六
割
か
で
双
方
の
論
議
は
著
し
く
紛
糾
し
、
一
一
月
か
ら
二
一
月
に
か
け
て
約
一
ヶ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

半
、
交
渉
は
中
断
を
み
る
。
そ
し
て
一
二
月
五
日
、
日
本
政
府
は
五
割
に
譲
歩
す
る
と
の
訓
令
を
発
す
る
。
こ
こ
で
ソ
ビ
エ
ト
側
は
、
四

割
あ
る
い
は
六
割
と
い
う
数
字
の
応
酬
を
何
度
も
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
交
渉
の
中
断
と
日
本
側
の
譲
歩
を
誘
い
、
き
わ
め
て
タ
フ

な
交
渉
姿
勢
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
検
討
し
た
よ
う
に
、
交
渉
段
階
に
お
け
る
日
ソ
の
政
治
的
力
関
係
は
ソ
連
側
に
不
利
で
あ
っ
た
が
、
重
要
な
の
は
、
ソ
連
が
日
本

の
要
求
を
簡
単
に
は
受
け
入
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
ソ
連
は
両
国
の
力
関
係
が
そ
の
ま
ま
日
ソ
間
の
条
約
の
中
に
反
映
す
る

こ
と
を
防
ぐ
た
め
．
二
つ
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
に
よ
っ
て
交
渉
に
臨
ん
だ
。
第
一
に
．
懸
案
に
対
す
る
自
国
の
原
則
的
立
場
を
展
開
し
．
第

二
に
、
原
則
的
立
場
か
ら
の
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
か
ら
は
、
後
退
を
名
目
的
な
も
の
に
と
ど
め
、
実
質
的
な
後
退
は
最
小
限
に
お
さ

え
る
よ
う
、
可
能
な
限
り
時
間
を
か
け
て
交
渉
し
た
の
で
あ
る
。
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3
　
最
終
段
階

　
約
一
ヶ
月
半
の
中
断
後
、
一
九
二
四
年
一
二
月
二
七
日
に
再
開
さ
れ
た
日
ソ
交
渉
は
、
翌
年
一
月
二
〇
日
、
妥
結
に
い
た
る
。
本
稿
で

は
こ
の
時
期
を
交
渉
の
最
終
段
階
と
み
な
す
が
、
交
渉
の
成
行
き
は
最
後
の
最
後
ま
で
予
断
を
許
さ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
利
権
問
題
で

日
本
政
府
は
六
割
か
ら
五
割
に
譲
歩
す
る
案
を
示
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
カ
ラ
ハ
ン
は
、
四
割
は
撤
回
し
た
も
の
の
新
た
に
四
割
五
分

を
主
張
し
、
わ
ず
か
五
分
の
開
き
を
め
ぐ
っ
て
数
字
の
応
酬
が
続
け
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
．
し
か
し
、
一
九
二
五
年
一
月
二
〇
日
の
会
談

で
カ
ラ
ハ
ソ
は
五
割
に
合
意
し
、
そ
の
他
の
懸
案
に
つ
い
て
も
大
方
日
本
側
の
要
求
を
受
け
入
れ
て
、
日
ソ
基
本
条
約
が
調
印
さ
れ
た
．

日
ソ
国
交
樹
立
交
渉
は
、
最
終
的
に
は
ソ
連
側
の
妥
協
に
よ
っ
て
幕
を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
ソ
連
が
な
ぜ
こ
の
時
期
に
妥
協
を
行
っ
た
の
か
、
何
ゆ
え
に
交
渉
を
最
終
段
階
と
認
識
す
る
に
い
た
っ
た
か
で

あ
る
。
交
渉
段
階
に
お
い
て
ソ
連
は
、
日
本
側
の
様
々
な
要
求
に
対
応
し
、
自
国
の
立
場
を
少
し
で
も
有
利
に
す
る
努
力
を
重
ね
て
き
た
。
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一
九
二
五
年
一
月
に
そ
の
努
力
を
打
切
っ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

　
ソ
連
側
の
妥
協
の
性
格
と
し
て
第
一
に
あ
げ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
の
は
、
妥
協
の
対
象
と
な
っ
た
争
点
が
対
日
供
与
さ
れ
る
利
権
の
割

合
い
を
め
ぐ
っ
て
の
数
字
の
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ソ
連
に
と
っ
て
死
活
の
利
益
に
か
か
わ
る
問
題
で
は
な
く
、
む
し
ろ

国
交
樹
立
と
い
う
目
的
の
中
で
は
、
第
二
義
的
な
位
置
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
、
ソ
連
に
と
っ
て
資
本
主

義
諸
国
と
の
交
渉
に
お
け
る
妥
協
は
、
あ
く
ま
で
も
相
互
主
義
に
基
づ
き
、
交
渉
相
手
か
ら
も
同
等
の
譲
歩
を
引
き
出
せ
る
時
に
の
み
行

　
　
　
　
　
　
（
28
）

う
べ
ぎ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
終
段
階
に
お
け
る
五
分
の
譲
歩
は
相
互
的
で
は
な
く
一
方
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
政
治
的

性
格
を
伴
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ソ
連
は
目
ソ
国
交
樹
立
に
よ
る
長
期
的
利
益
を
得
る
た
め
に
、
利
権
と
い
う
第
二
義
的
な
問
題
に

つ
い
て
と
り
あ
え
ず
政
治
的
妥
協
を
行
っ
た
の
で
あ
る
．
で
は
、
な
ぜ
ソ
連
は
、
こ
の
時
期
に
政
治
的
妥
協
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ソ
連
が
政
治
的
妥
協
を
行
っ
た
第
一
の
理
由
と
し
て
、
あ
く
ま
で
も
五
割
に
固
執
し
、
こ
れ
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
に
は
交
渉
決

裂
も
や
む
な
し
と
み
た
日
本
側
の
強
硬
姿
勢
が
あ
げ
ら
れ
る
。
具
体
的
に
み
る
と
、
一
九
二
五
年
一
月
九
日
、
芳
沢
公
使
は
幣
原
外
相
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

こ
の
点
を
請
訓
す
る
が
、
幣
原
は
「
万
一
先
方
ニ
テ
飽
ク
迄
我
方
提
案
二
同
意
セ
サ
ル
場
合
ニ
ハ
決
裂
ノ
外
二
途
ナ
シ
ト
思
考
ス
」
と
回

訓
し
て
い
る
．
こ
の
よ
う
な
日
本
側
の
強
硬
姿
勢
は
、
ソ
連
の
妥
協
を
促
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
ソ
連
が
こ
の

時
期
を
交
渉
の
最
終
段
階
と
認
識
す
る
理
由
と
し
て
、
十
分
と
は
い
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
客
観
的
条
件
が
許
す
な
ら
ば
、
ソ
連
と
し
て

は
交
渉
を
引
き
延
ば
し
、
再
度
決
裂
さ
せ
て
、
新
た
な
機
会
を
う
か
が
う
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
第
二
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
ソ
連
の
国
内
的
条
件
で
あ
る
．
交
渉
を
行
っ
た
カ
ラ
ハ
ソ
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
一
周
忌
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

た
る
一
九
二
五
年
一
月
一
二
日
ま
で
に
日
ソ
条
約
の
調
印
を
終
え
た
い
と
の
希
望
を
日
本
側
関
係
者
に
熱
心
に
話
し
て
い
た
が
、
こ
の
点

は
注
目
す
べ
ぎ
事
実
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
一
九
二
〇
年
代
の
ソ
連
外
交
は
主
と
し
て
チ
チ
ェ
リ
ン
（
外
務
人
民
委
員
）
、
リ
ト
ヴ
ィ
ノ

フ
（
外
務
人
民
委
員
代
理
〉
、
カ
ラ
ハ
ン
（
外
務
人
民
委
員
第
二
代
理
、
極
東
全
権
）
に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
て
い
た
が
、
外
務
人
民
委
員
部
の
中
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

は
権
力
闘
争
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
カ
ラ
ハ
ソ
は
、
主
に
西
ヨ
ー
・
ッ
パ
と
の
関
係
で
業
績
の
あ
る
リ
ト
ヴ
ィ
ノ
フ
に
対
抗
し
て
、
極
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東
問
題
で
成
果
を
示
す
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
レ
ー
ニ
ン
の
一
周
忌
ま
で
に
日
本
と
の
国
交
樹
立
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ

り
、
極
東
方
面
に
お
け
る
ソ
連
の
国
際
的
地
位
の
向
上
を
国
内
に
印
象
づ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
．

　
以
上
の
よ
う
に
、
カ
ラ
ハ
ン
が
条
約
調
印
を
急
い
だ
第
二
の
理
由
は
、
外
務
人
民
委
員
部
内
部
の
権
力
闘
争
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

む
ろ
ん
一
九
二
四
年
か
ら
二
五
年
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
権
力
基
盤
の
確
立
過
程
に
あ
り
、
こ
の
点
と
日
ソ
国
交
間
題
と
の
関
連
は
今
後
検
討

さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
．
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
ソ
連
側
の
政
治
的
妥
協
が
国
内
的
条
件
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　
ソ
連
が
政
治
的
妥
協
を
行
っ
た
第
三
の
理
由
は
、
一
九
二
四
年
末
に
お
け
る
英
ソ
関
係
の
冷
却
化
で
あ
る
。
具
体
的
に
述
べ
る
と
、
二

四
年
二
月
一
日
の
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
内
閣
に
よ
る
対
ソ
承
認
後
、
英
ソ
間
で
は
諸
懸
案
を
解
決
す
る
た
め
交
渉
が
行
わ
れ
、
八
月
八
日
、

英
ソ
一
般
条
約
と
通
商
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
労
働
党
内
閣
に
代
わ
り
保
守
党
内
閣
が
誕
生
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

一
一
月
二
一
日
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
英
ソ
条
約
の
破
棄
を
通
告
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ソ
連
の
対
外
関
係
に
と
っ
て
重
大
な
打
撃
で
あ

（
3
3
）

っ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
と
の
国
交
樹
立
後
、
日
ソ
交
渉
開
始
を
め
ぐ
る
政
治
的
力
関
係
が
ソ
連
側
に
有
利
と
な
り
、
ソ
連
の
対
日
圧
力
が
強
ま
っ
た

こ
と
は
す
で
に
詳
述
し
た
。
一
九
二
四
年
末
か
ら
二
五
年
に
か
け
て
は
、
こ
れ
と
全
く
反
対
の
状
況
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

英
ソ
関
係
冷
却
化
に
よ
っ
て
日
ソ
交
渉
を
め
ぐ
る
政
治
的
力
関
係
は
ソ
連
側
に
決
定
的
に
不
利
と
な
り
、
ソ
連
は
再
び
対
日
接
近
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ソ
連
は
対
外
的
条
件
が
不
利
に
な
っ
た
こ
と
を
理
解
し
、
交
渉
の
引
ぎ
延
ば
し
、
ま
た
決
裂
は

不
得
策
で
あ
る
と
み
て
、
こ
の
時
期
を
交
渉
の
最
終
段
階
と
認
識
し
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
ロ
シ
ア
革
命
に
ょ
る
国
交
断
絶
の
後
も
、
日
本
政
府
は
帝
政
時
代
か
ら
の
既
成
事
実
と
し
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
「
領
事
」
を
駐
在
さ
せ
、

　
　
暗
号
電
報
な
ど
の
外
交
官
特
権
を
享
受
し
て
い
た
．

　
（
2
）
　
ロ
シ
ア
革
命
以
前
の
日
本
漁
業
は
、
一
九
〇
五
年
の
日
露
講
和
条
約
第
一
一
条
及
び
一
九
〇
七
年
の
日
露
漁
業
協
約
に
基
づ
き
．
極
東
ロ
シ
ア

　
　
領
沿
岸
に
お
け
る
漁
業
権
を
独
占
的
に
獲
得
し
て
い
た
．

　
（
3
）
　
前
掲
「
外
史
」
『
露
国
諸
政
治
団
体
の
請
議
』
、
お
よ
び
「
外
史
」
二
・
五
・
一
・
一
〇
六
・
四
・
一
、
『
準
備
』
。
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史
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．
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史
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露
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史
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．
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年
第
一
冊
、
二
五
八
文
書
（
付
記
一
）
、
『
外
文
』
大
正
一
三
年
第
一
冊
、
三
〇
八
文
書
．

冒
g
。
窪
留
留
ま
㌦
．
穿
①
、
田
。
q
げ
な
9
琴
芭
、
U
Φ
。
邑
g
竃
爵
一
夷
竃
。
琶
断
。
吋
b
。
の
薯
貰
鼠
窟
ロ
暫
呂
汐
ぎ
①
さ
巳
馨
霞
缶
や
8
巻
ヨ
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
U
」
奮
霞
鼠
ぎ
劇
O
。
冒
唐
げ
冨
q
三
＜
Φ
お
陣
身
し
O
o。
①
）
一
p
卜
。
8
●

前
掲
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備
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前
掲
、
細
谷
、
一
九
二
ー
一
九
七
頁
。

「
外
史
」
二
・
五
・
一
・
一
〇
六
・
四
・
二
、
『
帝
国
の
世
論
』
。

前
掲
『
外
文
』
大
正
一
二
年
第
一
冊
、
二
三
四
文
書
。

ピ
窪
器
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§
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O
Q
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8
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前
掲
、
ク
タ
コ
フ
、
四
二
頁
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前
掲
、
細
谷
、
一
九
三
－
一
九
四

前
掲
、
小
林
、
二
一
四
頁
。
吉
村
道
男
「
日
本
軍
の
北
樺
太
占
領
と
日
ソ
国
交
問
題
－
石
油
利
権
を
め
ぐ
る
諸
問
題
1
」
『
政
治
経
済
史
学
』
第

　
　
　
一
九
七
七
年
五
月
号
、
七
ー
八
頁
．
酒
井
哲
哉
「
日
本
外
交
に
お
け
る
ソ
連
観
の
変
遷
（
一
九
壬
二
～
三
七
）
i
日
本
外
交
史
の
枠
組
の

　
　
　
『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
九
七
巻
三
・
四
号
、
一
九
八
四
年
四
月
号
、
一
〇
七
ー
一
〇
八
頁
．

前
掲
「
外
史
」
『
ヨ
ッ
フ
ェ
代
表
一
行
の
動
静
及
状
況
』
．

《
尊
甲
冨
》
＜
緊
鴇
o
・
只
邦
訳
、
前
掲
『
外
文
』
大
正
一
二
年
第
一
冊
、
三
＝
一
文
書
）
、
《
戸
甲
戸
》
＜
緊
認
9

以
上
、
前
掲
『
外
文
』
大
正
一
二
年
第
一
冊
、
二
八
三
、
二
八
四
、
二
八
五
、
二
八
六
文
書
．

前
掲
『
外
文
』
大
正
二
二
年
第
一
冊
、
四
二
三
文
書
。
《
戸
甲
P
》
＜
自
ゐ
○
ρ
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（
忽
）
　
以
上
、
同
右
『
外
文
』
大
正
一
三
年
第
一
冊
、
四
一
八
、
四
三
六
文
書
．

（
2
5
）
　
以
上
、
前
掲
『
外
文
』
大
正
一
二
年
第
一
冊
、
二
八
六
、
二
八
七
、
二
八
八
、
二
八
九
、
二
九
一
文
書
．

（
2
6
）
　
川
上
俊
彦
「
対
露
交
渉
の
先
決
問
題
」
『
外
交
時
報
』
第
四
六
八
号
、
一
九
二
四
年
六
月
一
日
号
、
一
五
頁
。

（
2
7
）
　
以
上
、
前
掲
『
外
文
』
大
正
コ
一
奪
第
一
冊
、
四
六
四
、
四
六
五
、
四
七
三
、
四
九
〇
、
四
九
二
、
四
九
七
、

　
＜
目
ー
N
ω
一
●

パ　　ハ　　パ　　ハ　　ハ　　パ
33　32　31　30　29　28
）　　　）　　）　　）　　）　　）関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

＞
。

一
S
①
）
｝
自
℃
。

五
〇
六
文
書
。
《
戸
甲
戸
》

＞
書
自
①
旨
餌
ズ
薮
臣
0
9
望
民
帥
ω
。
8
～
3
℃
●
お
I
o。
O
脚
ゆ
ぴ
弓
o
碧
臣
評
鴇
釜
ω
。
8
～
3
マ
一
お
9

『
外
文
』
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
年
）
第
一
冊
、
二
八
六
文
書
。

同
右
、
三
〇
一
文
書
．

「
外
史
」
二
・
五
・
一
・
一
〇
六
・
五
、
『
北
京
会
議
』
。

《
h
。
切
●
昌
》
く
H
7
鴇
9

ソ
連
の
文
献
で
は
、
英
ソ
関
係
が
他
の
資
本
主
義
諸
国
と
の
関
係
に
比
べ
て
大
き
く
扱
わ
れ
て
お
り
、
英
ソ
関
係
に
対
す
る
ソ
連
側
研
究
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
δ
。
評
弓
o
碧
憲
丼
＆
器
目
田
凶
口
o
聖
↓
葵
帥
O
O
9
一
。
卜
。
命
お
8
》
久
三
8
臣
帥
二
3
ω
）
も
も
●
器
よ
ω
旧

》
り
宕
ま
突
p
ψ
罫
口
畠
o
§
℃
畠
（
需
》
）
｝
§
3
ε
冨
ω
器
目
畿
悪
コ
o
自
↓
霞
属
O
O
O
℃
》
℃
8
三
H
（
這
嵩
－
お
“
q
）
ン
三
8
臣
帥
矯

　
　
　
一
〇〇
〇
ー
一
〇
P
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結

び

　
第
一
次
日
ソ
国
交
樹
立
に
あ
た
っ
て
ソ
連
は
、
交
渉
を
め
ぐ
る
両
国
の
政
治
的
力
関
係
に
最
大
限
留
意
し
て
、
交
渉
を
行
っ
た
．
日
ソ

の
力
関
係
と
ソ
連
の
交
渉
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
特
色
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
準
備
段
階
に
お
い
て
、
日
ソ
の
政
治
的
力
関
係
は
、
ソ
連
に
不
利
な
時
期
と
有
利
な
時
期
に
分
け
ら
れ
、
力
関
係
の
転
換
点
は
、
ヨ
ッ

フ
ェ
の
来
日
と
英
ソ
国
交
樹
立
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
二
つ
の
事
実
は
、
日
本
政
府
に
対
ソ
姿
勢
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
せ
、
ま
た

国
際
的
地
位
の
向
上
に
よ
っ
て
日
ソ
交
渉
に
お
け
る
ソ
連
の
立
場
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ソ
連
は
、
不
利
な
軍
事
的
、
経
済
的
力
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関
係
に
も
か
か
わ
ら
ず
政
治
的
力
関
係
を
有
利
に
導
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
条
件
下
で
こ
そ
、
リ
ン
ケ
ー
ジ
と
分
断
が

日
本
を
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
か
せ
る
切
り
札
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
ひ
と
た
び
日
本
が
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
き
、
交
渉
段
階
を
む
か
え
る
と
、
両
者
の
軍
事
的
、
経
済
的
力
関
係
が
反
映
し
て
、

も
は
や
ソ
連
側
は
交
渉
を
有
利
に
進
め
る
切
り
札
を
持
っ
て
い
な
い
。
ソ
連
と
し
て
は
、
日
本
の
要
求
に
速
や
か
に
合
意
し
て
き
わ
め
て

不
利
な
条
件
で
交
渉
を
妥
結
さ
せ
る
か
、
あ
る
い
は
力
関
係
を
少
し
で
も
有
利
に
導
く
よ
う
努
力
す
る
か
、
選
択
肢
は
二
つ
で
あ
っ
た
。

ソ
連
は
後
者
を
選
択
し
、
原
則
的
立
場
の
展
開
と
時
間
か
せ
ぎ
に
よ
っ
て
、
で
き
る
だ
け
好
ま
し
い
条
件
で
の
国
交
樹
立
を
ね
ら
っ
た
の

で
あ
る
。

　
最
終
段
階
と
は
、
ソ
連
が
こ
れ
以
上
の
交
渉
継
続
は
不
利
と
み
な
し
、
自
ら
交
渉
を
最
終
段
階
と
認
識
し
た
時
期
に
他
な
ら
な
い
．
こ

こ
で
ソ
連
は
政
治
的
妥
協
に
よ
っ
て
交
渉
を
成
立
さ
せ
た
が
、
そ
の
際
に
交
渉
相
手
の
姿
勢
、
ソ
連
の
国
内
的
条
件
、
対
外
的
条
件
と
い

う
三
つ
の
条
件
が
必
要
で
あ
っ
た
。
特
に
対
外
的
条
件
、
す
な
わ
ち
英
ソ
関
係
の
冷
却
化
に
よ
っ
て
、
日
ソ
の
政
治
的
力
関
係
は
再
び
ソ

連
側
に
決
定
的
に
不
利
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
日
ソ
国
交
樹
立
交
渉
全
体
の
流
れ
か
ら
最
終
段
階
を
考
え
る
時
、
英
ソ
関
係
の
冷
却
化
は

ソ
連
が
政
治
的
妥
協
を
行
っ
た
最
も
重
要
な
要
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
日
ソ
交
渉
と
英
ソ
関
係
の
関
連
は
、
機
会
を
あ
ら
た

め
て
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
第
一
次
日
ソ
国
交
樹
立
交
渉
に
お
い
て
、
ソ
連
は
、
準
備
段
階
で
は
リ
ソ
ケ
ー
ジ
と
分
断
、
交
渉
段
階
で
は
原
則
的
立
場
の
展

開
と
時
間
か
せ
ぎ
、
そ
し
て
最
終
段
階
で
は
政
治
的
妥
協
と
い
う
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
に
よ
っ
て
交
渉
に
臨
ん
だ
。
む
ろ
ん
、
日
ソ
交
渉
の
各

段
階
に
お
け
る
ソ
連
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
体
系
的
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
も
っ
と
多
く
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
分
析
す
る
必
要
が

あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
検
討
し
た
ソ
連
の
交
渉
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
は
、
今
日
の
ソ
連
の
対
外
交
渉
に
み
ら
れ
る
特
色
と
し
て
指
摘
さ
れ
て

　
　
　
　
　
（
1
）

い
る
点
で
あ
り
、
ま
た
戦
後
の
日
ソ
国
交
回
復
交
渉
に
お
い
て
も
、
ソ
連
は
目
本
を
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
か
せ
る
た
め
、
リ
ン
ケ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
分
断
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
日
ソ
の
地
理
的
近
接
性
に
よ
っ
て
両
国
間
に
は
利
害
を
共
に
す
る
問
題
が
発
生
し
や
す
い
こ
と
、
ま
た
分
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断
は
レ
ー
ニ
ン
の
命
題
で
あ
る
帝
国
主
義
問
矛
盾
の
利
用
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
、
第
一
次
日
ソ
国
交
樹
立
交
渉
の
準
備

段
階
に
お
け
る
二
つ
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
は
、
ソ
連
の
対
日
交
渉
戦
略
の
中
で
特
に
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
一
九
二
〇
年
代
と
第
二
次
世
界
大
戦
後
で
は
、
日
ソ
の
軍
事
的
力
関
係
を
は
じ
め
、
両
国
の
内
外
条
件
が
大
き
く
相
違
し
て
い
る
。
従

っ
て
、
異
な
っ
た
時
代
に
お
け
る
ソ
連
の
交
渉
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
共
通
性
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
さ
れ
る
べ
ぎ
重
要
な
問
題
で

あ
る
。
最
後
に
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
ソ
連
の
交
渉
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
特
色
は
、
第
一
次
目
ソ
国
交
樹
立
を
従
来
と
は
違
っ
た
観
点
か

ら
分
析
し
た
結
果
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
、
本
稿
の
結
び
の
こ
と
ぽ
と
し
た
い
。

　
（
1
）
　
木
村
汎
『
ソ
連
式
交
渉
術
i
対
ソ
交
渉
の
ノ
ウ
ハ
ウ
』
、
講
談
社
、
一
九
八
二
年
、
二
二
八
－
二
一
四
頁
．

　
（
2
）
　
留
ま
も
や
。
F
薯
’
一
旨
山
輿
一
〇
・
O
山
8
』
認
。
　
ソ
連
は
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
の
送
還
問
題
、
目
本
の
国
連
加
盟
問
題
、
そ
し
て
漁
業
問
題

　
　
な
ど
を
日
ソ
交
渉
と
連
関
さ
せ
、
ま
た
鳩
山
首
相
な
ど
交
渉
の
早
期
妥
結
論
者
と
重
光
外
相
な
ど
慎
重
論
者
の
分
断
を
試
み
た
．

〔
付
記
〕
本
稿
作
成
に
当
た
り
、

　
を
表
し
た
い
。

杏
林
大
学
助
教
授
、
斎
藤
元
秀
氏
に
は
、
数
多
く
の
貴
重
な
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
深
甚
な
る
感
謝
の
意
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